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すでに広くられるようになりましたが、SDGs（࣋ଓ

Մな開発のための目ඪ：Sustainable DeWelopment 

Goals）は、2015年に国連が定めた人ྨ共௨の՝をղ

ܾするための1�の目ඪです。国際農研の業は、これら

1�の目ඪと関連する169のターήットにਂい関係を࣋っ

ています（Լਤ）。SDGsの前にあたるMDGs（国連ミ

レニアム開発目ඪ（2000 ʙ 2015年））では、国際農

研の業に関係するශࠔٌծのղফといったओに開

発్上地域の՝についての目ඪがࣔされました。ͦ

れにઌ立つ1996年のੈք৯ྉサミットでは、人ྨ共௨の

՝ղܾに向けた最ॳの目ඪとされるӫཆෆྑ人ޱ

の目ඪが合ҙされています。৯ྉ問は、SDGsのいわݮ

ばݪ点なのです。現在のSDGsの2൪目の目ඪ「ٌծをθ

ロに」では、農業研究技術開発といった国際農研の活動

が۩体的に໌هされています。

国際農研は、ଳ・ѥଳ地域、開発్上地域の農林水

産業に関する技術の向上に寄༩するためにઃ置されたػ関

です。ӡӦの基本理೦（ビジϣン）では、「地نٿの৯

ྉ・境問のղܾのために、最新のՊֶ的ݟをۦし

て、最దな技術をఏҊする」ことを掲げています。国際農

研の業は、第3ظ中ܭظը（2011 ʙ 15年）と現在

の第ظ�中長ܭظը（2016 ʙ 20年）で、MDGs

SDGsなどの国際開発目ඪを強くҙࣝして構成されまし

た。ͦれͧれの研究プログラムの出ޱは、国際開発目ඪに

合கしています。国際農研が、開発్上地域

の国ʑのػ関国際研究ػ関と共同研究を実

施したり、༷ʑな関係者と෯広く連携したり

していく上で、「同じ目ඪに向かって」活動す

ることがとても重要なのです。

政府の第5ظՊֶ技術基本ܭը（2016 ʙ

20年）では、地نٿ՝の対Ԡ・ݙߩ

新ڵ国・్上国をרきࠐΜだイϊベーシϣ

ンの重要性がࣔされ、Պֶ技術֎ަによる国

際展開などが掲げられています。SDGsにつ

いては、ट૬を本෦長とするSDGs推進本෦

がઃ置され、アクシϣンプランのओ要な取り

組みとして、本の技術力を活かした「SDGsのためのՊ

ֶ技術イϊベーシϣン（STI Gor SDGs）」を国際ࣾ会で

ओಋしていくことがܾめられました。શ2�の国立研究開

発法人がՃໍするٞڠ会でも、SDGs推進のための研究の

重要性が確認され、関係予ࢉの֦ॆも検討されています。

国際農研は、前のଳ農業研究センターの時から

すݙߩ՝のղܾにՊֶ技術でنٿにわたって、地لੈ

るという基本的な理೦に基ͮいて活動をܧଓしている、ੈ

ք的にもك有な研究ػ関です。ͦのような組৫のҰ員とし

て、時をઌ取りしたઌݟ性にތりをײじています。ઌ進

国・్上国を問わͣ「୭Ұ人取りさない」ࣾ会の実現を

目指すSDGsでは、当વ、国の༷ʑな問も対です。

国際農研は、զが国とੈքの農林水産業がともに発展する

Win-Winのࣾ会を目指して、SDGsのݙߩの活動をଓ

けています。

（ਤ）SDGsの169ターήットに関係する国際農研のプロジェクト（1ܭ�ʴ1）
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すでに広く知られるようになりましたが、SDGs（持続

可能な開発のための目標：Sustainable Development 

Goals）は、2015年に国連が定めた人類共通の課題を解

決するための17の目標です。国際農研の業務は、これら

17の目標と関連する169のターゲットに深い関係を持っ

ています（下図）。SDGsの前身にあたるMDGs（国連ミ

レニアム開発目標（2000 ～ 2015年））では、国際農

研の業務に直接関係する貧困や飢餓の解消といった主に開

発途上地域の課題についての数値目標が示されました。そ

れに先立つ1996年の世界食料サミットでは、人類共通の

課題解決に向けた最初の数値目標とされる栄養不良人口削

減の目標が合意されています。食料問題は、SDGsのいわ

ば原点なのです。現在のSDGsの2番目の目標「飢餓をゼ

ロに」では、農業研究や技術開発といった国際農研の活動

が具体的に明記されています。

国際農研は、熱帯・亜熱帯地域、開発途上地域の農林水

産業に関する技術の向上に寄与するために設置された機関

です。運営の基本理念（ビジョン）では、「地球規模の食

料・環境問題の解決のために、最新の科学的知見を駆使し

て、最適な技術を提案する」ことを掲げています。国際農

研の業務は、第3期中期計画（2011 ～ 15年度）と現在

の第4期中長期計画（2016 ～ 20年度）で、MDGsや

SDGsなどの国際開発目標を強く意識して構成されまし

た。それぞれの研究プログラムの出口は、国際開発目標に

合致しています。国際農研が、開発途上地域

の国々の機関や国際研究機関と共同研究を実

施したり、様々な関係者と幅広く連携したり

していく上で、「同じ目標に向かって」活動す

ることがとても重要なのです。

政府の第5期科学技術基本計画（2016 ～

20年度）では、地球規模課題への対応・貢献

や新興国・途上国を巻き込んだイノベーショ

ンの重要性が示され、科学技術外交による国

際展開などが掲げられています。SDGsにつ

いては、首相を本部長とするSDGs推進本部

が設置され、アクションプランの主要な取り

組みとして、日本の技術力を活かした「SDGsのための科

学技術イノベーション（STI for SDGs）」を国際社会で

主導していくことが決められました。全27の国立研究開

発法人が加盟する協議会でも、SDGs推進のための研究の

重要性が確認され、関係予算の拡充も検討されています。

国際農研は、前身の熱帯農業研究センターの時代から半

世紀にわたって、地球規模課題の解決に科学技術で貢献す

るという基本的な理念に基づいて活動を継続している、世

界的にも稀有な研究機関です。そのような組織の一員とし

て、時代を先取りした先見性に誇りを感じています。先進

国・途上国を問わず「誰一人取り残さない」社会の実現を

目指すSDGsでは、当然、国内の様々な問題も対象です。

国際農研は、我が国と世界の農林水産業がともに発展する

Win-Winの社会を目指して、SDGsへの貢献の活動を続

けています。

（図）SDGsの169ターゲットに関係する国際農研のプロジェクト数（計14＋1）
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2016年�月から࢝まった5カ年の第̐ظ中長ܭظը

において、「開発్上地域における࣋ଓ的な資・ݯ境

管理技術の開発」プログラム、すなわͪ「資・ݯ境

管理」プログラムは、զが国も大きなӨڹをडけるؾ

ީม動境ྼԽ、ਂࠁԽする地نٿ的՝に対

ॲするため、アジアٴびアフリカ地域を中心とする開

発్上地域において、現地研究ػ関と共同で技術開

発を進めるとともに、農Ո΄での実ূݧࢼ現地ී

定ணをਤっていٴ組৫との連携を௨じて技術のීٴ

ます。

まͣ、国連サミットで2015年9月に࠾された1�

の「࣋ଓՄな開発目ඪ」、すなわͪSDGsに対するこ

のプログラムのߟえํを理してみます。「資・ݯ境

管理」プログラムは、ީؾม動境ྼԽ対ॲする

ための技術開発に取り組Μでおり、ͦれら研究成果の

アウトカムは、SDGsのうͪओに目ඪ13「ީؾม動に

۩体的な対ࡦを」と目ඪ15「の๛かさもकΖう」の

達成にݙߩするものとߟえています（写真1）。また、

新しい技術を開発するプログラムとして、目ඪ9「産

業と技術ֵ新の基൫をつくΖう」にもݙߩしますし、

ଓՄな農業生産を目指す点で、目ඪ12「つくる࣋

つかう」にもݙߩします。研究の進めํとして、

現地のػ関と共同で技術開発ීٴに向けた活動を行

うとこΖから、目ඪ1�「ύートナーシップで目ඪを達

成しよう」をৗにҙࣝしながら取り組ΜでいるとこΖ

です。さらに、ࢲたͪは農業生産の現でద用できる

技術開発を目指していることから、目ඪ2「ٌծをθ

ロに」にもݙߩします。

写真1　タイのロッブリーにて�0年Ҏ上ܧଓされている有ػ資ࡐの長ظ
連用ݧࢼ（のૉੵのଅ進は、目ඪ13「ީؾม動に۩体的な対
（ݙߩを」と目ඪ15「の๛かさもकΖう」にࡦ

写真2　ベトナムのメίンデルタの水ాにおけるԹ室ޮ果Ψε؍ଌシες
ム（水ాからのԹ室ޮ果Ψεの発生制技術は、目ඪ13「ީؾม動に۩
体的な対ࡦを」にݙߩ）

プログラムで実施している「境管理・ݯ資」、に࣍

�つのプロジェクトが、どのようにSDGsにݙߩする

のかをߟえてみます。

1つ目として「ީؾม動対Ԡ」プロジェクトは、農

業野からのԹ室ޮ果Ψεഉ出をえるための؇ࡦ

技術、また、特に੬ऑな地域においてީؾม動による

極現に対ॲするためのదԠࡦ技術、の二つの技術

をఏҊすることが、このプロジェクトのアウトプッ܈

トであるため、このプロジェクトが最もݙߩする

SDGsは、目ඪ13「ީؾม動に۩体的な対ࡦを」にଞ

なりませΜ。また、؇ࡦ՝ではAWD（અ水ᕲᕱ技

術）による水ాからのメタンΨεഉ出ݮ（写真2）、

దԠࡦ՝では水࿏උݶられた水資ݯの࣋ଓ的管

理に係る技術開発を進めることから、目ඪ6「҆શな

水とトイレをੈք中に」（特にͦのターήットである

「୶水の࣋ଓ的管理」）にもݙߩしますし、దԠࡦであ

るఱީインデックε保ݥのઃܭは、目ඪ1「ශࠔをな

くͦう」（ターήットは「レジリエンεの構築による੬

ऑ性のࠀ」）目ඪ8「ಇきがいもࡁܦ成長も」（ター

ήットは「保ݥ・ۚ༥サービεのアクセεଅ進・֦

大」）にも関連します。

2つ目として「アフリカྲྀ域管理」プロジェクトは、

サブサハラアフリカでਂࠁな࠭യԽ林ഁյを৯い

め、農地の保શをਤるための技術開発を目的とࢭ

しており、目ඪ15「の๛かさもकΖう」のෳのター

ήットにݙߩします。このプロジェクトの活動は、

֤ʑのSDGsに向けたੈքの༷ʑなػ関・組৫の活動

をॱ൪にհするਤ書シリーζ「A #etter World　

Vol.�: LiGe on Land」の中でもհされたとこΖです

（写真3）。

3つ目として「アジア・島ቦ資ݯ管理」プロジェク

トは、、水、ංྉなどの農業資ݯ管理において問

の生じている地域で、దਖ਼な資ݯ管理のための技術

開発を行っています。特に島ቦ地域では、境保શと

農業開発の྆立が՝であり、目ඪ12「つくるつ

かう」（ターήットは「࣋ଓՄな資ݯ管理」と「࣋

ଓՄな生産形ଶと技術的な力の強Խ」）のݙߩが

されると同時に、目ඪ1�「ւの๛かさをकΖう」ظ

と目ඪ6「҆શな水とトイレをੈք中に」のෳのター

ήットにもݙߩします。

最後に「#NI活用」プロジェクトは、২物による

中のԽ制に係る技術開発を進めていますが、目

的とするૉ資ݯ（特にૉංྉ）の有ޮ利用に関し

ては、SDGsのうͪ、はり目ඪ12「つくるつか

う」（ターήットは「࣋ଓՄな生産形ଶと技術的

な力の強Խ」）にݙߩしますし、からのѥࢎԽ

ૉΨε発生制の໘では、目ඪ13「ީؾม動に۩体的

な対ࡦを」にݙߩすることがظされています。

写真3　「アフリカྲྀ域管理」プロジェクトのSDGsのݙߩがհされた本（A #etter World 
Wol.� ʠA LiGe on Landʡ）
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写真3　「アフリカྲྀ域管理」プロジェクトのSDGsのݙߩがհされた本（A #etter World 
Wol.� ʠA LiGe on Landʡ）
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ಛ ू ಛ ू

プログラムディレクター（農産物҆定生産）　中島　Ұ༤

2015年に国連が定めた「࣋ଓՄな開発目ඪ

（SDGs）」は、ੈքが๊えるࡁܦ・ࣾ会・境を

め͙る෯広い՝について、2030年までに「୭

Ұ人取りさない」ੈքの実現を目指す1�の国

際目ඪです。ͦして、SDGsの目ඪ2では「ٌծ

をθロに」が掲げられています。この目ඪを達成

するためには、2ԯ人Ҏ上の人ʑがӫཆෆに

໘しているといわれるサブサハラアフリカ（アフ

リカのうͪ、サハラ࠭യよりೆの地域）の৯ྉෆ

をղܾする必要があります。しかし、アフリカ

をはじめとする開発్上地域では、ཆがしい

農地、ׯばつなどのӨڹをडけすい農地がଟ

いため、農業生産のજ在力が

十に発شされͣ、生産性が

い問があります。

わたしたͪは、開発్上地域

における農産物の生産性の向上

と、地域の人たͪのӫཆ改善に

向けて、国ւ֎の研究ػ関

との共同研究を௨じ、ଳなど

におけるෆྑな境において、

農産物を҆定的に生産する技術

を開発しています。۩体的には、

の�つのプロジェクト研究を࣍

推進しており、いͣれも目ඪ2

を中心にݙߩすることを目指し

ています。

1つ目として「アフリカ৯ྉ」プロジェクトは、

サブサハラアフリカの৯ྉ問をղܾするため、

イネാ࡞物、Ոசなどの҆定的な生産技術を開

発しています。ྫえば、マダΨεカルは本人の

2ഒҎ上のίメをফඅするアフリカਵҰのҴ࡞国

です。しかし、中のཆもංྉの入もগな

いため、イネの生産性はఀしています。ͦこで、

のཆঢ়گにԠじてංྉを༩える技術と、ཆ

の利用ޮが༏れたイネを組み合わせること

で、ཆがしい地でも高い生産性をࣔす新し

いҴ࡞技術を開発しています。さらに、開発した

技術のීٴが、農Ոの所ಘӫཆ改善にٴ΅すӨ

。を໌らかにするための研究も推進していますڹ

このプロジェクトは、目ඪ̎にՃえ、目ඪ1「ශ

。しますݙߩをなくͦう」などにもࠔ

2つ目として「ෆྑ境性࡞物開発」プロジェ

クトは、ׯばつなどのෆྑ境にదԠした࡞物を

開発するための研究を推進しています。ྫえば、

Ωψアは༷ʑなෆྑ境に対するదԠ性が高いだ

けでなく、ӫཆՁが高くӫཆバランεも༏れてい

ます。わたしたͪはੈքにઌۦけてήϊムྻを

ղಡしましたが、この成果は༏れた境దԠ性と

ӫཆ特性をもつ࡞物の開発にݙߩするものです。

このプロジェクトは目ඪ2にՃえ、目ඪ13「ؾ

ީม動に۩体的な対ࡦを」などにもݙߩします。

3つ目として「高バイオマε資࡞ݯ物」プロジェ

クトは、ෆྑ境でのバイオマε（生物資ྔݯ）

の生産性が༏れた࡞物と、ͦの利用技術を開発し

ています。ྫえば、エリアンサεはෆྑ境性

バイオマε生産性が༏れていますが、ͦれらの

性質をサトウΩビにಋ入するための研究を進めて

います。エリアンサε自体の利用に向けた研究も

実施しており、農研ػ構などとڠ力して、エリア

ンサεを利用した自څ೩ྉの事業Խに成ޭしまし

た。このプロジェクトは、目ඪ̎にՃえ、目ඪ�

「エネルΪーをみΜなに、ͦしてクリーンに」な

どにもݙߩします。

最後に「病害虫防除」プロジェクトは、国境を

越えて発生する病害虫に対する防除技術を開発し

ています。ྫえば、サバクトビバッタはアフリカ

で大܈を࡞って広い地域にҠ動し、農࡞物に大き

なඃ害をٴ΅しています。バッタをޮ的に防除

するํ法を開発するために、アフリカにおいて

バッタの生ଶをղ໌するための研究を進めていま

す。このプロジェクトは、目ඪ̎にՃえ、目ඪ

15「の๛かさもकΖう」などにもݙߩします。

これらの研究を௨して、わたしたͪはSDGsの

目ඪ2を中心にݙߩするとともに、開発్上地域

における҆定した農産物の生産とӫཆ改善、ͦし

てੈքの৯ྉ҆શ保োにݙߩします。

マダΨεカルのリンܽ΄における高い生産性をもつイネܥ౷のબൈ（ཆの利用ޮが༏
れたイネは、目ඪ2目ඪ1にݙߩ）

6AVなどのリモートセンシング技術を用いた΄（マダΨεカル）のཆ特性ධՁ（
のཆঢ়گにԠじてංྉを༩える技術は、目ඪ2目ඪ1にݙߩ）
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プログラムディレクター（高ՃՁԽ）　ࢁ本　༝ل

高ՃՁԽプログラムはアジア地域を対

に、౷的な৯ྉ資ݯ発߬৯、農産物、

林資ݯ、水産資ݯの地域資ݯの活用と、これ

らの生産的、ࡁܦ的、ӫཆ的Ձを高める高

ՃՁԽ技術の開発に取り組Μでいます。プロ

グラムは「フードバリϡーνェーン」、「アジア

バイオマε」、「農ࢁଜ資ݯ活用」、「ՁԽ林

業」、「ଳ水産資ݯ」を対とする5つのプロ

ジェクトで構成されており、農業、林業、水産

業、৯産業のଟ༷な野をཏしています。

このため、関連するSDGsもଟذにわたってお

り、なかでも目ඪ2「ٌծをθロに」、目ඪ�「エ

ネルΪーをみΜなにͦしてクリーンに」、目ඪ9

「産業と技術ֵ新の基൫をつくΖう」、目ඪ12

「つくるつかう」、目ඪ1�「ւの๛か

さをकΖう」、目ඪ15「の๛かさもकΖう」

とはਂい関連があります。

ここでは開発్上地域の生活生業（なりわ

い）に݁した研究՝の中から、ශࠔٌծ

を໓し、ࡁܦ、ࣾ会ٴび境のバランεをҡ

ଓՄな開発を目指すSDGsの理೦に࣋した࣋

Ԋった表的な事ྫとして、ラオεで実施して

いる取組をհしたいとࢥいます。

インドシナ島の෦にҐ置するラオεは

農業を基װ産業とし、࿑ಇ人ޱのおよͦ�ׂが

農 業 に ै 事 し て い ま す。後 発 開 発 ్ 上 国

（LDC）の ͻ と つ で、Ұ 人 あ た り のGD1は

2�00 ʙ 2500ドルとະだい水४にあり、

農業生産力の強Խによる生ܭの向上ӫཆ改善

が重要な՝となっています。国際農研はラオ

εの農ࢁଜにおいて৯事調ࠪを行い、タンύク

質ݯとなる動物性৯ྉの種ྨઁ取ྔの実ଶを

Ѳするとともに、ओ৯であるίメओ要なタ

ンύクݯである୶水ڕྨのӫཆੳを進めて

います。こうした調ࠪ研究によって、৯ྉ資ݯ

の種ྨӫཆ成のقઅ的なফ長が࣍第に໌

らかになってきました。さらに、Տބপか

らの࠾取にཔることなく৯ྉ資ݯを҆定的に確

保するため、ఱ水ాためを利用した在དྷ୶

水ڕのཆ৩技術の開発、保ଘ性を高める発߬

技術の改ྑにも取り組Μでいます。ࡁܦ的・立

地的要Ҽによって৯ྉのアクセεが制され

る中、ۙな৯ࡐのՁをり、ӫཆ改善のた

めの۩体的な指技術をఏڙすることは、

SDGsの目ඪ̎「ٌծにऴූࢭをଧͪ、৯ྐの

҆定確保とӫཆঢ়ଶの改善を達成するととも

に、࣋ଓՄな農業を推進する」に大きくݙߩ

するものです。

ラオε政府は、ࡁܦ成長、ࣾ会開発、境保

શを௨じてSDGs達成に向けた࣋ଓՄな発展

を確保し、2020年までにLDCからの٫を目

指す国Ոઓུ「第8࣍国Ոࣾ会ࡁܦ開発5か年

。定していますࡦը（2016ʙ2020年）」をܭ

ラオεにおける国際農研の取り組みがラオε政

府の目ඪ、ͻいてはSDGsの達成にݙߩするよ

う、Ұの研究の進展とՃԽをਤります。

市のళ（ڕ） ଜでの৯事調ࠪ
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バイオマε」、「農ࢁଜ資ݯ活用」、「ՁԽ林
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「産業と技術ֵ新の基൫をつくΖう」、目ඪ12
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ここでは開発్上地域の生活生業（なりわ
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を໓し、ࡁܦ、ࣾ会ٴび境のバランεをҡ

ଓՄな開発を目指すSDGsの理೦に࣋した࣋

Ԋった表的な事ྫとして、ラオεで実施して

いる取組をհしたいとࢥいます。

インドシナ島の෦にҐ置するラオεは

農業を基װ産業とし、࿑ಇ人ޱのおよͦ�ׂが

農 業 に ै 事 し て い ま す。後 発 開 発 ్ 上 国

（LDC）の ͻ と つ で、Ұ 人 あ た り のGD1は

2�00 ʙ 2500ドルとະだい水४にあり、

農業生産力の強Խによる生ܭの向上ӫཆ改善

が重要な՝となっています。国際農研はラオ

εの農ࢁଜにおいて৯事調ࠪを行い、タンύク

質ݯとなる動物性৯ྉの種ྨઁ取ྔの実ଶを

Ѳするとともに、ओ৯であるίメओ要なタ

ンύクݯである୶水ڕྨのӫཆੳを進めて

います。こうした調ࠪ研究によって、৯ྉ資ݯ

の種ྨӫཆ成のقઅ的なফ長が࣍第に໌

らかになってきました。さらに、Տބপか

らの࠾取にཔることなく৯ྉ資ݯを҆定的に確
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SDGsの目ඪ̎「ٌծにऴූࢭをଧͪ、৯ྐの
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するものです。
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府の目ඪ、ͻいてはSDGsの達成にݙߩするよ
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市のళ（ڕ） ଜでの৯事調ࠪ
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ΞンλナナϦϘେֶ์ࣹઢ研ڀॴʢLRIʣ
生産境・ச産ྖ域　௰本　ହ߂

マダΨεカル共国の์ࣹઢ研究所（ҎԼ、LRI）は、
アンタナナリϘ大ֶにଐするڭҭ研究ػ関で、ҩྍ、
農業、境野での同Ґ体ݩૉを利用した研究推進を目
的に、1965年にઃ立されました。現在、LRIは、「
とީؾม動」、「ཆ」、「ඍ生物」という̏つの
ςーマをりޱとして、࣋ଓ的な࡞物生産境保શに
関する研究՝を推進するとともに、同野の研究者ཆ
成にै事しています。研究者12໊、ςクニシϟン�໊を
含む30໊ऑのൺֱ的খنな研究所ですが、タンςリ・
ラβフィンベル所長をච಄に、活発で༏लな研究者大
ֶӃ生をଟく๊えており、フランεの研究ػ関である開
発研究所（IRD）、国立農業研究所	INRA
、国際農業開発
研究センター（CIRAD）、バンΨー大ֶ（英国）、ルーϰェ
ン・カトリック大ֶ（ベルΪー）、ίンサーベーシϣン・
インターナシϣナル（国際NGO）など、ւ֎の研究ػ関・
大ֶ・NGOとଟくの国際共同研究を進め、༏れた研究成
果をڍげています。

国際農研は、第ظ�中長ܭظը（平成28 ʙ 32年）
において、マダΨεカルのイネ生産向上に向けた研究活
動を新たにઃ定し、૬ख国のओたる研究ػ関としてLRIと
の共同研究を開࢝しました。さらに、平成29年からは、
地 ٿ ن  ՝  対 Ԡ 国 際 Պ ֶ 技 術 ڠ 力 プ ロ グ ラ ム

（SATRE1S）の組みにおいて、「ංཊセンシング技
術とཆܽ性ܥ౷の開発を౷合したアフリカҴ࡞に
お け る ཆ  利 用 ޮ  の ඈ ༂ 的 向 上」プ ロ ジ ェ ク ト

（https://www.jircas.go.jp/ja/satreps）を 立 ͪ 上 げ、

マダΨεカルͦのଞのアフリカ地域で問となる
入・ංཊ境でのޮ的なイネの生産改善技術の
開発に共同で取り組Μでいます。同プロジェクトにおけ
るLRIの特චすべきׂとして、์ࣹ性同Ґ体リン（321、
331など）を用いたイネのリン利用ޮに関する研究、
6AV（ドローン）などのリモートセンシングܭࣹ์ޫ
技術を用いたおよびイネ܈མのཆ特性ධՁがڍげ
られます。同Ґ体を用いた研究ख法は、ʵ২物ؒの
ཆ動ଶ࡞物のཆ利用ޮをܭଌするうえで強力な
πールとしてられていますが、์ࣹ性同Ґ体のリンは
ѻいがしいため、ͦの技術ੳثػを有するLRIは、
共同研究ػ関としてཔもしいଘ在です。さらに、リモー
トセンシングは、్上国における農業研究開発を推進す
るうえで重要性が૿している技術であることから、LRIに
所ଐする研究者を国際農研にটいしたり、必要なੳ
の研究力ޓをಋ入することで、同野における૬ثػ
向上をਤっています（写真1、2）。

このように、国際農研とLRIの共同研究のྺ࢙はまだઙ
いものの、活発な人的ަྲྀと研究活動を推進しており、
今後、さらなる共同研究成果のੵみ重Ͷがظされます。
また、LRIのカウンターύート研究者のҰ人であるアンド
リー・アンドリアマナンジϟラത࢜が、「2018年（第
12回）एख֎国人農林水産研究者表জ（Japan Award）」
をड（http : / /www .a⒎ rc .ma⒎ .go . j p /docs/-
press/181002.html）したことは、LRIと国際農研の
連携の中でಘられたتばしいニϡーεのҰつです。 

共同研究機関紹介

写真2　LRIのԹ室（マダΨεカル）でイネのリン利用に関するݧࢼを共同
で実施

写真1　国際農研の八഼΄で6AV（ドローン）のૢॎ技術をֶͿLRI研
究者
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前研究ઓུ室長݉プログラムディレクター（情報ऩ集ੳ）　ډ　߂
ώトは、生きていくために必要なӫཆૉのすべてを自

で生み出すことができませΜ。生きるため、ͦして݈

的な生活をૹるためには必要なӫཆૉを২物動物な߁

どからաෆなくઁ取する必要がありますが、自વքで

はৗに容易に入खできるとはݶりませΜ。農業水産業

の発達は、৯ྉͻいてはӫཆૉを҆定的かつܭը的にڙ

ͦ。えてきましたࢧすることをଋし、人ྨの発展をڅ

れでもなお農業はؾԹ߱水ྔなどؾ条݅にґଘする

ため、ܭը௨りの生産ができないこともあります。さら

にۙ年では、ׯばつߑ水などのҟৗؾにより、生産

ྔのม動が֦大する向にあります。

SDGsの目ඪ13では、「ީؾม動ٴびͦのӨڹをܰݮ

するためのٸۓ対ࡦをߨじる」ことが必要とされていま

す。ީؾม動がਂࠁԽしてきていることは、大ܕ෩の

ऻདྷήリラ߽Ӎなどがଟ発していることで本におい

てもۙにײじられ、ީؾม動に関する政府ؒύネル

（I1CC）の報告によれば、ؾԹの上ঢ߱Ӎのภりなど

は極Խしていくと報告されており、農業は今後さらに

大きなӨڹをडけることが予されます。

プログラムDにҐ置ͮけられる「৯ྉӫཆバランε」プ

ロジェクトでは、ಠ自のੈք৯ྉモデルを用い、ީؾม

動をྀߟすると農業生産がԿなるӨڹをडけ、ͦれに

よりੈք֤国のӫཆのڅڙが20�0年にどうมԽする

かをシミϡレーシϣンしています。ͦして、現在国際農

研で開発を進めている農業技術がどのようなޮ果をͪ࣋、

あるいは՝に対Ԡするにはどのような技術開発が必要

なのかを、ੈքレベルまた国・地域レベルを対として

検討し、的確な研究資をଅすことで、ީؾม動が農業

ࢲたͪの生活に༩えるӨڹのܰݮにݙߩします。

また、SDGsの前であるMDGs（ミレニアム開発目

ඪ）では、「開発్上地域のٌծ人ׂޱ合のݮ」が目ඪ

とされましたが、目ඪ̎では「ٌծをऴわらせ、৯ྉ҆

શ保োٴびӫཆ改善を実現し、࣋ଓՄな農業をଅ進す

る」と、より֦大した目ඪになっています。エネルΪー

ෆ（ٌծ）人ޱは現在8ԯ人にの΅るとݴわれ、さら

にඍྔӫཆૉෆ（Ӆれたٌծ）人ޱは20ԯ人ଘ在し、

ଞํでエネルΪーաによるංຬの問もあり、ੈք

人ޱの3の̍はԿかしらのӫཆෆྑঢ়ଶにあるとݴわれ

ています（ੈքӫཆ報告）。特に子どものӫཆෆྑは、生

֔にわたってӨڹするとݴわれており、ڭҭब࿑など

でෆ利になり、݈߁໘だけでなくࡁܦ໘でも大きなෆ利

ӹをඃります。

本プロジェクトでは、この目ඪ̎と関連して、特定の

国地域を対としてӫཆڅڙのঢ়گをѲし、ӫཆ改

善につながるಓےをࣔͦうとしています。アフリカ౦෦

の島ቦ国マダΨεカルをྫとして、౷ܭ資ྉからӫཆध

バランεをੳしたとこΖ、ίメにภった৯事によるڅ

カルシウム、ビタミンA、ѥԖඍྔӫཆૉのෆが推

されました。ίメの生産ྔ૿ՃはもͪΖΜですが、ऩ入

৯生活の໘からもӫཆ改善に資するためにはどうす

ればよいかを検討し、今後の研究ํに立てたいとߟ

えています。また、今後はίメҎ֎にも国際農研が研究・

技術開発を進める৯ྉのࣾ会ࡁܦ໘ӫཆ改善で果たす

ׂを໌らかにしていく予定です。

このような取り組みによって、SDGsの達成にݙߩし

たいとߟえます。

マダΨεカル国におけるඍྔӫཆૉෆ人ׂޱ合推定（2009ʙ2013年）

ಛ ूಛ ू 国際農研ʹお͚るS%(sのݙߩ
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とされましたが、目ඪ̎では「ٌծをऴわらせ、৯ྉ҆

શ保োٴびӫཆ改善を実現し、࣋ଓՄな農業をଅ進す

る」と、より֦大した目ඪになっています。エネルΪー

ෆ（ٌծ）人ޱは現在8ԯ人にの΅るとݴわれ、さら

にඍྔӫཆૉෆ（Ӆれたٌծ）人ޱは20ԯ人ଘ在し、

ଞํでエネルΪーաによるංຬの問もあり、ੈք

人ޱの3の̍はԿかしらのӫཆෆྑঢ়ଶにあるとݴわれ

ています（ੈքӫཆ報告）。特に子どものӫཆෆྑは、生

֔にわたってӨڹするとݴわれており、ڭҭब࿑など

でෆ利になり、݈߁໘だけでなくࡁܦ໘でも大きなෆ利

ӹをඃります。

本プロジェクトでは、この目ඪ̎と関連して、特定の

国地域を対としてӫཆڅڙのঢ়گをѲし、ӫཆ改

善につながるಓےをࣔͦうとしています。アフリカ౦෦

の島ቦ国マダΨεカルをྫとして、౷ܭ資ྉからӫཆध

バランεをੳしたとこΖ、ίメにภった৯事によるڅ

カルシウム、ビタミンA、ѥԖඍྔӫཆૉのෆが推

されました。ίメの生産ྔ૿ՃはもͪΖΜですが、ऩ入

৯生活の໘からもӫཆ改善に資するためにはどうす

ればよいかを検討し、今後の研究ํに立てたいとߟ

えています。また、今後はίメҎ֎にも国際農研が研究・

技術開発を進める৯ྉのࣾ会ࡁܦ໘ӫཆ改善で果たす

ׂを໌らかにしていく予定です。

このような取り組みによって、SDGsの達成にݙߩし

たいとߟえます。

マダΨεカル国におけるඍྔӫཆૉෆ人ׂޱ合推定（2009ʙ2013年）

ಛ ूಛ ू 国際農研ʹお͚るS%(sのݙߩ

ϓϩάϥϜ̙ʢ情報ऩूੳʣ

「৯ྉӫཆバϥンε」ϓϩジΣクτʹΑるS%(sのݙߩ
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○岩永理事長がモーリタニア農業省の農業大臣を表敬訪問

 

会談する岩永理事長（左）とレミナ・ミン・エル・ゴタブ・ウルド・
モマ農業大臣（右）

国際農研は、モーリタニア農業省管轄の国立サバクトビバッタ防除センターと、「国境を越えて発生する病害虫
に対する防除技術の開発」プロジェクトにおいて、「モーリタニアにおけるサバクトビバッタの予防的防除法の開発」
に関する共同研究を実施しています。

本共同研究をはじめとするモーリタニアでの国際農研の研究活動の推進と、より強固な共同研究実施体制の構築
を目的として、2018年9月に岩永理事長がモーリタニア農業省のレミナ・ミン・エル・ゴタブ・ウルド・モマ農
業大臣を表敬訪問しました。

会談では、モーリタニアにおけるサバクトビバッタの予防的防除法の開発に向けた現地でのサバクトビバッタ研
究が、モーリタニアを含む西アフリカ地域の発展にとって極めて重要であり、今後も共同で取り組む必要性を確認
しました。また、モーリタニアでは自国でのイネ生産を目指しており、特にイネ種子の質的改善に向けた研究開発
に力を入れていることから、今後、イネの研究においても連携できないか検討することになりました。

今回の訪問について現地メディアに取り上げられるなど、国際農研のモーリタニアでの研究活動に対して高い関
心が寄せられました。

○公式Webサイト掲載データの提供を開始しました
国際農研公式Webサイトの情報について、CSVおよびJSON-LD形式でダウンロードしてご利用いただけるよう

になりました。現在は、JIRCASの動き、現地の動き、イベント・シンポジウム、刊行物、出張報告書、研究成果
情報、調達情報（入札公告）がダウンロードできます。

データは、オープンデータ からご利用ください。すべてダウンロード時点の国際農研公式Webサイトに掲載さ
れている最新のものです。

この取り組みは、官民データ活用推進基本法（平成二十八年法律第百三号）第11条第2項に定めるとおり、保有
する官民データを容易に利用できるよう措置するなど、政府が進めるオープンデータの取り組みに資するものです。
（オープンデータ）https://www.jircas.go.jp/ja/opendata
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左から、シダメッド・ウルド・モハメッド（Sid'Ahmed Ould 
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（Lemina Mint El Ghotob Ould Moma）農業大臣、国際農研 
中島プログラムディレクター、前野研究員


